
日本社会福祉学会 第 72回秋季大会 

【ポスター発表】 

著名人の自殺報道に関する研究 

  −− 厚生労働省ホームページ「自殺に関する報道」に掲載された報道の分析 −− 

○ 九州医療科学大学  藤原幸子（004526） 

キーワード：著名人、自殺報道、メディアのあり方 

１．研 究 目 的 

 自殺は、社会面、感情面、経済面に広く影響を及ぼす公衆衛生上の重要な問題である

（WHO 2023：6）。著名人の自殺に関する報道は子どもや若者の自殺を誘発する可能性が

あるため、厚生労働省は WHO の自殺報道ガイドラインを踏まえた報道を求めている。本

研究の目的は、新聞紙のテレビ番組表に着目し、著名人の自殺報道の実態を明らかにする

ことである。  

２．研究の視点および方法 

本研究で扱うのは、厚生労働省ホームページ「メディア関係者の方へ 自殺に関する報

道にあたってのお願い」（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_ 

kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/who_tebiki.html）に掲載されている著名人の自殺報道であ

る（検索日 2024 年 2 月 5 日）。ホームページに掲載された 13 の報道から朝日新聞縮刷版

の番組表に掲載された 10 の報道を分析対象とした。分析データは、自殺が報じられた初日

の番組表である。調査項目はメディアが自殺報道を行う際の「するべきこと」「してはいけ  

ないこと」（WHO 2023）を参考に決定した（表 1）。  

表 1  著名人の自殺報道の分析結果 

著名人Ａ 著名人Ｂ 著名人Ｃ 著名人Ｄ 著名人Ｅ 著名人Ｆ 著名人Ｇ 著名人Ｈ 著名人Ｉ 著名人Ｊ 

Ｎ  ％ 

全体 

Ｎ  ％ Ｎ  ％ Ｎ  ％ Ｎ  ％ Ｎ  ％ Ｎ ％ Ｎ  ％ Ｎ  ％ Ｎ  ％ Ｎ  ％ 

発生年月 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 
87  100.0 

5月 7月 9月 9月 12月 5月 5月 5月 7月 1月 

放送局 ＮＨＫ 

日本テレビ 

テレビ朝日 

ＴＢＳテレビ 

テレビ東京 

フジテレビ 

0  0.0 

3   37.5 

3   37.5 

2   25.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

2   33.3 

1   16.7 

2   33.3 

0  0.0 

1  16.7 

0  0.0 

2  25.0 

2  25.0 

0  0.0 

0  0.0 

4  50.0 

0  0.0 

4   26.7 

3   20.0 

4   26.7 

0  0.0 

4  26.7 

0  0.0 

5   33.3 

2   13.3 

3   20.0 

0  0.0 

5  33.3 

0  0.0 

1  50.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

1  50.0 

0  0.0 

3   30.0 

3   30.0 

1   10.0 

0  0.0 

3  30.0 

0  0.0 

3   21.4 

4   28.6 

4   28.6 

0  0.0 

3  21.4 

0  0.0 

2   25.0 

2   25.0 

3   37.5 

0  0.0 

1  12.5 

0  0.0 

0  0.0 

1  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

25   28.7 

21   24.1 

19   21.8 

0  0.0 

22   25.3 

曜日  月 

 火 

水 

木 

金 

土 

日 

8  100.0 

 0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

 0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

6  100.0 

0  0.0 

 8  100.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

15  100.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

15  100.0 

 0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

 0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

2  100.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

10  100.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

 0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

14  100.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

 0  0.0 

0  0.0 

8  100.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

 1  100.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

38   43.7 

9   10.3 

10   11.5 

8  9.2 

16  18.4 

 0  0.0 

 6  6.9 

時間帯  05:00-11:59 

 12:00-18:59 

 19:00-23:59 

00:00-04:59 

6  75.0 

0  0.0 

1  12.5 

1  12.5 

4   66.7 

1   16.7 

1   16.7 

0  0.0 

5  62.5 

2  25.0 

0  0.0 

1   12.5 

10  66.7 

4  26.7 

0  0.0 

1  6.7 

9  60.0 

4  26.7 

1  6.7 

1  6.7 

2  100.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

8  80.0 

1  10.0 

0  0.0 

1  10.0 

7  50.0 

5  35.7 

1  7.1 

1  7.1 

4  0.0 

2  0.0 

1  0.0 

1  0.0 

1  100.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

56  64.4 

19  21.8 

5  5.7 

7  8.0 

「自殺」「自死」の記載 

「自殺か」「自死か」の記載 

自殺手段の記載 

自殺場所の記載 

「遺書」の記載 

0 0.0 

0  0.0 

 0  0.0 

0  0.0 

1   12.5 

 6  100.0 

6  100.0 

0 0.0 

1   16.7 

0  0.0 

2   25.0 

 2   25.0 

0  0.0 

3   37.5 

0  0.0 

2  13.3 

 2  13.3 

0  0.0 

1  6.7 

0  0.0 

0  0.0 

 0  0.0 

3  0.0 

1  6.7 

0  0.0 

0  0.0 

 0  0.0 

0  0.0 

0 0.0 

0  0.0 

0  0.0 

 0  0.0 

0  0.0 

0 0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0 0.0 

0  0.0 

5   35.7 

5   35.7 

0 0.0 

0  0.0 

 0  0.0 

3  37.5 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0  0.0 

0 0.0 

0  0.0 

10  11.5 

10  11.5 

3  3.4 

14  16.1 

 6  6.9 

ポスター発表

－385－



日本社会福祉学会 第 72回秋季大会 

 

 

３．倫理的配慮 

 「日本社会福祉学会研究倫理規程」を遵守し、研究を実施した。本研究に関して開示す

べき利益相反関連事項はない。 

 

４．研 究 結 果 

著名人の自殺報道は、87 件存在した。最も多く報道されたのは、著名人 D、著名人 E  

15 件（17.2％）、著名人 H が 14 件（16.1％）、著名人 G が 10 件（11.5％）の順であった。

放送局は、日本テレビ 25 件（28.7％）、フジテレビ 22 件（25.3％）、テレビ朝日 21 件

（24.1％）、TBS テレビ 19 件（21.8％）、NHK、テレビ東京 0 件（0.0％）で放送局によっ

て開きがあった。曜日は月曜日が最も多く 38 件（43.7％）であった。「自殺」「自死」とい

う語が使われた番組は、著名人 B、著名人 C、著名人 D の 3 報道 10 件（11.5％）だった。

著名人 B の全ての報道 6 件（100.0％）で「自殺か」「自死か」という語が使われており、 

不確かな情報に基づくものであった。著名人 B を報じた日、著名人 H が出演したテレビ

ドラマが開始した。  

 

５．考 察 

本研究では著名人 D の報道後、「自殺」「自死」という語が使われた番組は認められなか

った。これは WHO の自殺報道ガイドラインがメディア関係者に浸透してきていると考え

られる。著名人 G を報じた番組では「自殺」「自死」という語は使われていなかった。こ

れは先行研究（宮下 2023：63）の知見と一致するものである。著名人 D の報道後も、自

殺手段、自殺場所、遺書について言及する番組がみられたことから、著名人の自殺報道の

あり方について、再検討する必要性が認められた。  
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